
令和５年11月29日

国土交通省 関東地方整備局

（再評価）

一般国道18号
野尻IC関連

資 料 ４
令 和 ５ 年 度 第 ４ 回

関 東 地 方 整 備 局

事 業 評 価 監 視 委 員 会



目 次

１．事業の概要 ･･･････････････････････････････ １

２．事業の進捗状況と見込み等 ･････････････････ ２

３．事業の投資効果 ･･･････････････････････････ ７

４．コスト縮減等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４

５．関連自治体の意見 ･････････････････････････ １５

６．今後の対応方針（原案） ････････････････････ １６



（１） 事業の目的と計画の概要

１．事業の概要

１

・一般国道18号野尻IC関連は、冬期の安全かつ円滑な交通流の確保及び交通渋滞の緩和を目的とした延長8.7kmの
バイパス及び拡幅整備事業

・冬期における安全かつ円滑な交通流の確保
・交通渋滞の緩和

目 的
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位 置 図

事 業 区 間 ： 自）長野県上水内郡信濃町古間

事 業 区 間 ： 至）長野県上水内郡信濃町野尻

計画延長・幅員： 延長8.7km・幅員17.0m

車 線 数 ： 2車線

計画交通量 ： 4,600～8,100台/日

事 業 化 ： 平成元年度(1989年度)

全体事業費 ： 約250億円（前回：約250億円）
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２．事業の進捗状況と見込み等

２

（１） 事業の進捗状況 １）事業の経緯
○昭和60年度(1985年度) 都市計画決定（信濃町野尻：延長2.5km) 

○平成元年度(1989年度) 事業化

○平成 2年度(1990年度) 都市計画決定（信濃町野尻～古間：延長6.2km) 

○平成 5年度(1993年度) 用地取得着手

○平成 6年度(1994年度) 工事着手

■一部開通区間

○平成 9年度(1997年度)        IC関連区間 （延長0.8km）

○平成11年度(1999年度)

～平成13年度(2001年度) 現道拡幅区間 （延長1.1km）

○平成15年度(2003年度) バイパス区間 （延長1.4km）

○平成29年度(2017年度) 線形改良区間 （延長1.0km）

延長0.9km 延長1.4km  
H15開通

IC関連
延長0.8km

H9開通

一般国道18号 野尻IC関連 延長8.7km
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２．事業の進捗状況と見込み等

３

（１） 事業の進捗状況 ２）前回の事業再評価（R2）以降の主な整備状況

・野尻IC関連の用地取得率は約46％（令和5年3月末時点）
・平成29年11月に信濃町古間（起点）の線形改良区間（1.0km）が開通
・令和5年より歩道設置の地元要望がある現道拡幅区間（1.1km）について、一部工事を実施
・残区間については、引き続き用地取得を進めて、早期完成を目指し、工事を推進

■拡幅後（イメージ）

■工事状況

堆雪帯 歩道

第1工区の現道拡幅区間（1.1km）の状況

R5.9.19 撮影 R5.9.25 撮影

R5.9.28 撮影

至上越市至上越市

至長野市至長野市
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２．事業の進捗状況と見込み等

４

（２） 社会情勢等の変化 １）現道の交通状況等

・国道18号は、大雪時に未整備区間において上下ともに速度低下が生じている状況
・国道18号の交通量は、年間通じて平日よりも休日の方が多い状況
・国道18号の事故類型別事故発生状況は、車両相互の追突事故が約５割を占める。
・野尻IC関連の整備により、現道からの交通転換が図られ、交通渋滞の緩和、交通事故の減少が期待

再評価対象区間

一般国道18号 野尻IC関連 延長8.7km

至

上
越
市

至

長
野
市

黒姫高原入口交差点 柏原交差点 91.9

速度水準が低い

上り
旅
行
速
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/
h
) 下り

7時台

9時台

11時台

13時台

15時台

17時台

7時台

9時台

11時台

13時台

15時台

17時台

交通事故
死傷事故率
(件/億台キロ)

78.6 84.1 84.184.184.1

長野県平均
30.4件/億台キロ

国道18号現道の交通状況

■国道18号現道の日交通量（R4年度 月別・平休別）

至長野市

至上越市

上り

下り

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

日
平
均
交
通
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（台/

日
）

休日

平日

平日平均：5.2千台/日
休日平均：7.2千台/日

写真 R5.2.15撮影

資料：トラカンデータ 対象期間：R4.4～R5.3
計測地点：新潟県妙高市関川(事業区間直近の計測地点)

トラカン観測地点
（新潟県妙高市関川）

休日の交通量は
平日の約1.4倍

0～20km/h

20～30km/h

30～40km/h

40km/h以上

旅行速度

資料：交通事故データ（H30 - R3）

右左折
1件(9%)

追突
5件(46%)

出会い頭
1件(9%)

人対車両
1件(9%)

正面衝突
1件(9%)

その他
2件(18%)

追突事故が多い
（約5割）

■国道18号現道の交通事故類型

資料：
ETC2.0プローブデータ
（R4年度 大雪警報発令日）

資料：
交通事故データ
（H30 - R3）



２．事業の進捗状況と見込み等
（２） 社会情勢等の変化 １）現道の交通状況等

事業中区間
高 速 道 路
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信
越
自
動
車
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上
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出典：地理院地図

信濃町IC

飯綱町

妙高市
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資料：常時観測交通量データ（新潟県妙高市関川） 対象期間：R4.4～R5.3

日
平
均
交
通
量

トラカン観測地点
（新潟県妙高市関川）

■豪雪地帯の指定状況

国道18号（信濃町）の積雪状況

国道18号の冬期における速度低下状況

■国道18号（現道）の除雪状況

：特別豪雪地帯

：豪雪地帯

新潟県

長野県
群馬県

信濃町
（特別豪雪地帯）

出典：国土数値情報に基づき作成

■冬期速度低下率（信濃町・飯綱町）

通常期 冬期 通常期 冬期 通常期 冬期

Ⅰ
高規格幹線道路

（上信越道）
76 2,377 0.8 27.2 92.4 87.4 -5%

Ⅱ
直轄国道

（国道18号）
121 3,787 2.5 80.7 48.5 46.9 -3%

Ⅲ
主要地方道

・一般県道
640 19,201 16.4 559.9 39.1 34.3 -12%

総延長(km) 総旅行時間(h) 平均速度(km/h) 冬期

速度低下率

※通常期：R4.9-11（全日）、冬期：R4.12～R5.3の除雪及び薬剤散布日

長野県信濃町

冬期日数

除雪or散布 降雪日数

令和4年11月 0 0 0 0

令和4年12月 7 26 26 9

令和5年1月 20 30 30 24

令和5年2月 15 28 28 19

令和5年3月 3 10 11 3

令和4年度 計 45 94 95 55

令和3年11月 2 4 4 1

令和3年12月 12 23 23 14

令和4年1月 19 31 31 21

令和4年2月 17 28 28 21

令和4年3月 5 15 17 17

令和3年度 計 55 101 103 74

令和2年11月 0 2 2 0

令和2年12月 14 24 24 13

令和3年1月 16 31 31 26

令和3年2月 14 26 26 13

令和3年3月 2 14 14 3

令和2年度 計 46 97 97 55

過去3箇年平均 49 97 98 61

凍結防止

散布日数

除雪稼働

日数

国道18号の平日・休日別交通量（令和4年度）
休日の交通量は年間を通じて平日の交通量を上回る。

５

再評価対象区間

資料：長野国道事務所資料（R2～R4年度）

資料：ETC2.0プローブデータ

国道18号
野尻IC関連

・信濃町付近の国道18号は年間を通じて平日よりも休日の方が多い傾向にあり、休日交通量は平日の約1.4倍

・野尻IC関連区間を含む信濃町の地域は特別豪雪地帯※に指定されており、冬期は恒常的に除雪が行われている。

・当該区間は、急勾配の区間が複数箇所存在し、路面凍結によるスリップの危険など円滑な通行が阻害されており、
冬期に速度低下が発生
※特別豪雪地帯とは、豪雪地帯のうち積雪の度が特に高く、かつ積雪により長期間自動車の交通が途絶する等により住民の生活に著しい支障を生ずる地域等



年度 S60 H1 H2 H5 H6 ～ R2 R3 R4 R5 R6以降

事業着手
都市計画
決定①

事業化
都市計画
決定②

埋蔵文化財調査

測量・調査・設計

用地

工事 ６

２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等 １）事業進捗の見込みの視点
・昭和60年度、平成２年度に都市計画決定、平成元年度に事業着手。平成５年度に用地着手、平成６年度に工事着手

・線形不良区間や急勾配箇所の緩和等、道路の課題を踏まえ整備を逐次推進し、第２工区の3.3kmの改良工事が完了

・線形不良区間(R=150m以下)かつ急勾配の第１工区の線形改良区間(1.0km）が平成29年度に開通

・残る区間のうち現道拡幅区間（1.1ｋｍ）については、令和４年より用地着手。令和５年度より一部工事を実施

・用地については、雪の多い地域特有の堆雪場を含む代替地の確保、土地所有者との調整に多くの時間を要している。

・引き続き、用地買収を進めて、早期完成を目指し、工事を推進

平 面 図

至

上
越
市

至

長
野
市

一般国道18号野尻IC関連 延長8.7km再評価対象区間

線形改良区間

延長1.0km 

H29開通

前回 今回

延長3.3km

H9～H15開通

第1工区延長4.5km第2工区延長4.2km

現道拡幅区間

延長1.1km 

野尻湖

これまでの事業経緯と今後の事業の見通し

国道18号沿道の堆雪状況

写真 R4.2.17撮影

至上越市

至長野市
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３．事業の投資効果
（１） 事業の投資効果 １）冬期の安全確保

・国道18号現道の当該区間は、歩道の未設置区間があり、特に冬期は、除雪により堆雪した雪が歩行空間を覆い、歩
行者が車道の通行を強いられるなど危険な状況であり、地元からも安全性向上に対する要望が強い。
・整備済み区間においては、未整備区間に比べて冬期における死傷事故率が大幅に減少
・野尻IC関連の整備により、堆雪帯と歩道が確保され、冬期積雪時の走行環境の改善、安全性の向上に期待

堆雪帯と歩道の確保により、安全性が向上

図 整備前後の積雪時の道路空間

【整備前（現況）】

【整備後】

堆雪により車道幅員が狭小
化するうえ、歩行者は車道
の通行を強いられるなど歩
車ともに通行に危険を伴う

積雪のため冬期の歩行空間は危険 冬期の未整備区間において死傷事故率が高い傾向

堆雪帯の確保
により、積雪時
も車道幅員が
確保され、歩道
も通行可能に

現道拡幅
区間

延長
0.9km

バイパス区間

延長2.4km

現道拡幅
区間

延長
1.1km

現道区間

延長3.3km

一般国道18号野尻IC関連延長8.7km再評価対象区間

至

上
越
市

線形改良
区間

延長
1.0km

H29開通

至

長
野
市

未整備区間整備済区間未整備区間

資料：交通事故データ
（H30 - R3）

■整備状況別の死傷事故率（通常期・冬期別）

整備済み区間において、
冬期の死傷事故率が大幅減件/

億
台
キ
ロ

７

整備済区間

：死傷事故
発生箇所
(H30-R3)

堆雪帯 堆雪帯

■通常期
（3月～11月）

■冬期
（12月～2月）

写真② 積雪時の状況（未整備区間）

堆雪 堆雪

R5.9.14 11時台撮影

車道の雪で路肩が埋まり、
歩行者が通行する際に車道
を歩行せざるを得ない

至上越市

至長野市

写真① 無雪期の状況（未整備区間）

①

歩道・堆雪帯
は未確保

R3.1.8 15時台撮影

②

至長野市

至上越市
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３．事業の投資効果
（１） 事業の投資効果 ２）冬期の交通障害

・信濃町は特別豪雪地帯※に指定されているが、当該区間は幅員が狭く堆雪幅が未確保のため、すれ違い時に支障
・当該区間には急勾配区間があり、冬期は交通障害等で大型車のスタック事故が頻発し、交通に支障をきたしている。
・野尻IC関連整備で、縦断勾配の緩和及び堆雪幅が確保され、冬期の安全かつ円滑な交通流の確保に期待

※特別豪雪地帯とは、豪雪地帯のうち積雪の度が特に高く、かつ積雪により長期間自動車の交通が途絶する等により住民の生活に著しい支障を生ずる地域等

■豪雪地帯の指定状況 ■積雪状況

信濃町は特別豪雪地帯に指定

：特別豪雪地帯

：豪雪地帯
新潟県

長野県

群馬県

信濃町
（特別豪雪地帯）

積雪50ｃｍ以上を記録する日が
冬期（12～2月）の約６割。

資料：気象庁統計情報（R2～4年度平均）

積雪無し

14.3日

50ｃｍ以上
51.3日

0ｃｍ以上
3.3日

10ｃｍ以上
20.7日

信濃町
最深積雪
(12～2月)

出典：国土数値情報に基づき作成

IC関連
延長0.8km

H9開通

第2工区 延長4.2km
延長 2.5km  

H11～H15開通

野尻湖

一般国道18号野尻IC関連 延長8.7km再評価対象区間

至

長
野
市

②

延長1.0km  

H29開通

至

上
越
市

第1工区延長4.5km

冬期は大型車のスタック事故が多発

出典：スタック件数 長野国道事務所資料

・冬期は積雪により走行不能になる車両が見られる。
・雪のピークである2月には大型車でのすれ違いが困難になることも多々ある。
（R5.6近隣事業者物流ヒアリング調査結果）

①

i = 5.8％

i = 5.4％

標高

１

３

８

i = 5.6％

４

バイパス
（最急勾配：i=5.0%）

現道

：急勾配箇所

３

２

１
４

凡例

整備済区間

未整備区間

バイパス区間

急勾配箇所

２

■過去５年間（H30～R4）の区間別スタック発生件数

9件 1件 4件 3件 8件

整備済区間 整備済未整備区間
（拡幅）

現道区間（バイパス整備） 未整備区間
（拡幅）

至 長野市

至 上越市

i = 6.0％

大型車のスタックが発生

写真③ R1.12.27
21時台撮影

大型車のスタックが発生

至 長野市

至上越市
写真① R4.2.21

14時台撮影

すれ違い時の走行性低下

至上越市

至長野市
写真② R5.1.25

8時台撮影

③

急勾配区間でスタック事故、未拡幅区間で円滑な通行を阻害

■通常期（3月～11月）

■冬期（12月～2月）

資料：常時観測交通量データ（R4年度)

■スタック事故の年度別件数推移 ■国道18号の大型車交通量
※ 信濃町古間～信濃町野尻区間 ※ 新潟県妙高市関川

i = 5.0％

i = 5.0％

資料：長野国道事務所資料



３．事業の投資効果
（１） 事業の投資効果 ３）観光産業の活性化支援

・信濃町では国道18号周辺に野尻湖や黒姫高原、小林一茶旧宅など等多くの観光地が存在
・コロナ禍前の観光入込客数は約90万人、コロナ禍中は大幅に減少したが、令和4年は約78万人まで回復
・信濃町の観光客は県内からの来訪が多く、アクセス路となる国道18号はGWやお盆など大型連休時は渋滞が発生
・野尻IC関連の整備により、交通渋滞の緩和が図られ、車による観光周遊の円滑化に期待

９

■年間観光入込客数推移(H30-R4)

資料：長野県観光地利用者統計調査結果（H30～R4）
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■野尻湖一茶遺跡 ■黒姫高原 ■タングラム斑尾

年
間
観
光
入
込
客
数
（万
人
）

R4年は年間
78万人まで
回復

■野尻湖

コロナ前は年間90万人程度が来訪
していたが、コロナ禍で大幅に減少

事業中区間
高 速 道 路
国 道
県 道

凡 例

野尻湖

タングラム斑尾

E18
至

上
越

至

長
野

妙高市

信濃町

再評価対象区間

一般国道18号野尻IC関連 延長8.7km

野尻湖
ナウマンゾウ
博物館

野尻湖国際村

黒姫高原

野尻湖高原
キャンプ場

野尻湖やすらぎの森
オートキャンプ場

湖楽園
キャンプ場 小林一茶旧宅

18

信濃町IC

一茶記念館

俳諧寺

道の駅しなの
ふるさと展望館

■俳諧寺(一茶俤堂)と小林一茶像

出典：（一社）信州しなの町観光協会ホームページ

■信濃町内への来訪者の内訳

資料：長野県観光地利用者統計調査結果（R4）

県内から

来訪

55.8％

観光客の半数超
は県内からの来訪

信濃町の観光動向 信濃町の主な観光地の立地状況

出典：地理院地図Vectorに加筆して作成

・黒姫童話館
・旬花咲く黒姫高原
・黒姫高原スノーパーク

■国道18号※の所要時間・区間平均速度の比較（通常期・観光期）

資料：ETC2.0プローブデータ（通常期R4.10、観光期R4GW・お盆）

国道18号現道の交通状況（観光期）

至
長
野
市

写真① R5.5.4撮影

至上越市

至長野市
所要時間は
約1.5倍に増加

①

※古間北～信濃町IC入口間（約2.8km）上り方向のピーク時間帯で算出

観光期の交通渋滞発生区間

上り下り

野
尻
湖

黒
姫
高
原
入
口

一
茶
記
念
館
入
口

柏
原

古
間
北

古
間

信濃町IC入口

県外から

来訪

44.2％



３．事業の投資効果
（１） 事業の投資効果 ４）上信越道通行止め時の安定的な通行の確保

・国道18号の当該区間に並行する上信越自動車道は、過去5年間で妙高高原ＩＣ～信濃町ＩＣが19回、信濃町ＩＣ～豊田
飯山ＩＣが12回の通行止め（工事による通行止めは除く）が発生
・通行止め発生により、上信越道を通行する車両が国道18号に流入し、速度低下が発生
・野尻ＩＣ関連の整備により、走行性が改善し、上信越道の通行止め時の代替機能を強化し、安定的な通行を確保

至

上
越
市

上信越自動車道の通行止め履歴 （過去5年間：H30～R4年度）

妙高高原IC～信濃町IC区間

上信越道通行止め時の国道18号の旅行速度

至

長
野
市

信濃町IC～豊田飯山IC区間

【国道18号：信濃町IC⇔飯綱町境】

資料：東日本高速道路(株)の通行止め実績データ（H30年度～R4年度）を基に国土交通省が集計

一般国道18号 野尻IC関連

延長8.7km

再評価対象区間

妙高高原IC～信濃町IC区間
通行止め 合計19回/5ヵ年※

信濃町IC～豊田飯山ＩＣ区間
通行止め 合計12回/5ヵ年※

延長5.2km

※工事による通行止めは除く

延長13.2km

上信越道通行止め時は
国道18号に交通が集中

通行止め要因の内訳 （過去5年間：H30～R4年度）

野尻湖

計19回※ 計12回※

その他
8%

事故
50%

気象
42%

事故
37%

気象
63%

※工事による通行止めは除く

資料：ETC2.0プローブデータ
（通常時：R3.12.10 (12時～翌12時)、通行止め時：R3.12.17(12時～翌12時)）
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）

R3.12.17（金）
19:45～翌6:15
路面積雪により、
信州中野IC～信濃町IC
間が上下通行止め

上信越道通行止め時の
旅行速度は通常時の約半分に

旅行速度（通行止め時）

旅行速度（通常時）

上信越道通行止め時間帯
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３．事業の投資効果
（２） 費用便益分析

■総便益（Ｂ）

道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（Ｃ）

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

１）計算条件

・基準年次

・分析対象期間

・基礎データ

・交通量の推計時点

・計画交通量

・事業費

・総便益(B)

・総費用(C)              

・費用便益比（B/C）

：令和5年度

：供用後50年間

：平成27年度

全国道路・街路交通情勢調査

：令和22年度（2040年度）

：4,600～8,100（台/日）

：約250億円

：約461億円（約1,238億円※）

：約424億円（約313億円※）

：1.1

令和2年度

供用後50年間

平成22年度

全国道路・街路交通情勢調査

令和12年度（2030年度）

4,000～8,000 （台/日）

約250億円

約394億円（約988億円※）

約388億円（約307億円※）

1.02

〔前回〕

※基準年次における現在価値化前を示す。

〔今回〕

11



３．事業の投資効果

注1）便益・費用については、令和5年度を基準年度とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値である、［］内の値は基準年次に

おける現在価値化前を示す値である。

注2）費用便益費算定上設定した完成年度は令和10（2028）年度である。

注3）感度分析については、交通量・事業費は±10％、事業期間は±20％としている。

２）事業全体

３）残事業

12

感度分析

（B／C）

-10％

(-20％)

+10％

(+20％)

交通量 1.1 1.1

事業費 1.1 1.1

事業期間 1.1 1.04

感度分析

（B／C）

-10％

(-20％)

+10％

(+20％)

交通量 3.2 3.5

事業費 3.7 3.1

事業期間 3.4 3.2

便益

(Ｂ)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
436億円 22億円 3.7億円

461億円

[1,238億円]

費用

(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

1.1
396億円 27億円

424億円

[313億円]

便益

(Ｂ)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
276億円 18億円 3.2億円

298億円

[794億円]

費用

(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

3.4
76億円 13億円

88億円

[126億円]



項目 事業全体 残事業

費用

事業費 396億円 76億円

維持管理費 27億円 13億円

総費用(C) 424億円 88億円

効果

便益

走行時間短縮便益 436億円 276億円

走行経費減少便益 22億円 18億円

交通事故減少便益 3.7億円 3.2億円

総便益(B) 461億円 298億円

B/C 1.1 3.4

主な
その他
の効果

冬期の安全確保
堆雪帯と歩道の設置により、冬期積雪時の走行環境、安全性の向
上に寄与

冬期の交通障害
縦断勾配の緩和、堆雪帯の確保により、冬期の安全かつ円滑な交
通流の確保に寄与

観光産業の活性化支援 観光期（GW・お盆）の交通渋滞緩和、観光周遊の円滑化に寄与

高速道路の通行止め時の
安定的な通行の確保

上信越自動車道通行止め時の代替路としての機能強化

総便益(ΣB) 461億円+その他の効果 298億円+その他の効果

３．事業の投資効果
（3） 事業の投資効果のまとめ
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４．コスト縮減等

14

・切土箇所を擁壁構造に見直すことで用地費及び補償費を縮減し、1,400万円縮減

■当初：切土で設定 ■変更：擁壁構造に見直し

当初 変更 縮減額

擁壁 0万円 50万円 -50万円

用地費 950万円 0万円 950万円

補償費 500万円 0万円 500万円

合計 1,450万円 50万円 1,400万円

◇横断図イメージ ◇横断図イメージ

◇平面図イメージ

17,000

11,0003,000

2,000 3,500 3,500 2,000

11,0003,000500

2,000 3,500 3,500 2,000

支障建物

1,900 3,000 3,000

17,000

支障建物

横断図位置

支障建物

至

長
野
市

至

上
越
市



５．関連自治体の意見
（１） 長野県からの意見

＜長野県知事からの意見＞
一般国道18号は、本県及び国土の骨格となる重要な道路であり、「野尻IC関連」は、地

域における交通の安全・円滑化、高規格幹線道路へのアクセス性向上、観光の活性化に
必要不可欠な事業です。

また、当該地域は特別豪雪地帯であるため、特に冬期の安全確保および交通障害解消
が期待されます。

ついては、事業を継続し、積極的な予算確保と早期完成に向けた事業の推進を強く要望
します。
また、事業の実施にあたっては、一層のコスト縮減に努められるようお願いします。
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６．今後の対応方針（原案）

・全体事業での用地取得率は約46％ （令和5年3月末現在）

・線形不良区間で、かつ急勾配区間の緩和等、道路の課題を踏まえ整備を逐次推進し、第2工区の3.3km及び、第1
工区の線形改良区間(1.0km）の改良工事が完了

・ 引き続き、用地の取得を進めて、早期完成を目指す。

（２）事業進捗の見込みの視点

・事業継続とする。

・野尻IC関連は冬期における安全かつ円滑な交通流の確保及び交通渋滞の緩和の観点から、事業の必要性・重
要性は高く、早期の効果発現を図ることが妥当と考える。

（３）対応方針（原案）

・信濃町は、特別豪雪地帯に指定されているが、国道18号の当該区間は幅員が狭く堆雪帯が未確保。冬期は歩行
者が車道の通行を強いられ、地元から安全性向上に対する要望が強い。

・当該区間は急勾配区間が連続（最大縦断勾配：6.3％）、特に冬期は大型車の登坂不能車が発生

・費用対効果（B/C）は1.1である。

（１）事業の必要性等に関する視点
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